
令和４年度 岡谷市は

元気に強くなります！
　令和４年度は「第５次岡谷市総合計画（ 2019年度～
2028年度）」の４年目です。計画期間後半の５年間を見
据えながら、計画に掲げる将来都市像「人結び 夢と希望
を紡ぐ たくましいまち岡谷」の実現に向けて着実に歩みを
進めていく年となります。
　また、時代の流れに沿った施策・事業を積極的、効果
的に展開するため、４月１日より組織の見直しを行います。
　今月号では令和４年度の岡谷市の予算と主要事業、組
織変更について詳しく紹介していきます。

〈特集〉

令和４年度

岡谷市の

予算と事業

　
令
和
４
年
度
は
、「
安
全
・
安
心
を
深
化（
進

化
）す
る
年
」と
位
置
づ
け
ま
し
た
。
市
民
生

活
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
で
、

多
く
の
夢
と
希
望
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
確

か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
３
つ
の

重
点
施
策
を
掲
げ
、
必
要
な
事
業
に
財
源
を

集
中
し
た「
元
気　
創
生　
強き
ょ
う
じ
ん靭

化
予
算
」と

し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

や
激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
に
備
え

た
防
災
・
減
災
対
策
、
地
球
温
暖
化
対
策
な

ど
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
加
速
し
、
積
極
的

に
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
出
生
数
の
減
少
と
転
出
超
過
が
進
行
し
、

人
口
流
出
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
、

感
染
症
を
契
機
に
都
市
部
の
若
い
世
代
の
地

予算、施策についての詳細は、「令和4年度
わかりやすい予算説明書」をご覧ください。
4月上旬に市のホームページに掲載します。
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重
点
施
策

安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
の
実
現

重
点
施
策

ま
ち
な
か
の

魅
力
向
上

令
和
４
年
度
　 

予
算
の
ポ
イ
ン
ト

令
和
４
年
度 

　
重
点
施
策

□一般会計	 	
□特別会計	 	 		
　　国民健康保険事業	
　　地域開発事業　　　　　　　　　
　　分収造林事業
　　霊園事業　　　　　　　　　　
　　温泉事業　　　　　　　　　　　　
　　後期高齢者医療事業　　　　　　　　　　　　　

□湊財産区一般会計	
□企業会計	 	
　　水道事業	 　	 　　　　
　　下水道事業　　　　　　　　　　　　　　
　　病院事業	 　　　　　

□合　　計	

201億9,000万円
58億30万円
45億590万円
3億930万円　　
2,630万円
5,450万円
1,600万円

8億8,830万円　　　　　

160万円
129億8,133万円
22億7,806万9千円
28億8,608万9千円　　
78億1,717万2千円

389億7,323万円

令和４年度岡谷市の予算一覧

合計



方
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
活
用
や
、
関
係
・
交
流
人
口
の
増

加
に
向
け
て
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
岡
谷
市
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
製
造
業

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
事
業
活
動
の
継
続
、

雇
用
の
持
続
な
ど
に
よ
り
地
域
経
済
の
回
復

を
図
る
と
と
も
に
、
市
内
事
業
者
の
持
続
的

な
成
長
を
後
押
し
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
る

意
識
を
ま
ち
全
体
で
共
有
し
、
安
心
し
て
結

婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
、
教
育
が
で
き

る
環
境
を
整
え
ま
す
。

201億
9,000万円

総額

201億
9,000万円

総額

市税
65億1,800万円（32.3％）
市民税・固定資産税・軽自動車
税・たばこ税など

その他
26億8,100万円（13.3％）
公共施設の使用料や住民票等の
発行手数料など

諸収入
11億6,000万円（5.7％）
他の科目に分類されない収入
で、延滞金や実費徴収金など

地方交付税
45億4,200万円（22.5％）
全国で一定の行政サービスが行
われるよう国から交付されるお金

国庫支出金
25億2,300万円（12.5％）
国から特定の事業のために交付
されるお金

市債
15億2,600万円（7.6％）
公共施設の整備などに伴い金融
機関などから借りるお金

地方消費税交付金
12億4,000万円（6.1％）
消費税のうち人口などの状況に
より国から交付されるお金

民生費
71億6,500万円（35.5％）
障がい者や高齢者、子育て支援
に使うお金

その他
13億8,200万円（6.8％）
消防や農業・林業の振興、雇用
の促進などに使うお金

公債費
22億4,300万円（11.1％）
市債の返済にあてるお金

教育費
17億7,900万円（8.8％）
小中学校、図書館、体育館など
の管理運営に使うお金

商工費
17億6,300万円（8.7％）
工業や商業、観光の振興やブラ
ンド推進に使うお金

土木費
19億5,900万円（9.7％）
道路や橋、公園、市営住宅など
に使うお金

総務費
19億5,100万円（9.7％）
市の運営や税金の賦課徴収、戸籍、
住民票の管理などに使うお金

衛生費
19億4,800万円（9.7％）
保健や環境・衛生の向上、病院
への繰出金などに使うお金
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重
点
施
策

元
気
・

活
力
の
創
出岡

谷
市
長
　
今
井 

竜
五

　
こ
の
ま
ち
に
住
み
続
け
た
い
、
住
ん
で
み

た
い
と
思
え
る
、
満
足
度
の
高
い
岡
谷
市
を

市
民
の
み
な
さ
ま
と
と
も
に
創
り
上
げ
て

ま
い
り
ま
す
。

一般会計の歳出
「お金の使い道」

一般会計の歳入
「お金の種類」



「
元
気 

創
生 

強
靭
化
予
算
」に
よ
っ
て

取
り
組
ん
で
い
く
事
業
の
一
部
を

3
つ
の  

　
　
　
　    

に
分
け
て
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
重
点
施
策
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重
点
施
策

元
気
・

活
力
の
創
出

市が管理する河川を強化
河川災害防止対策事業
河川緊急浚

しゅんせつ

渫推進事業

被災した林道施設の復旧
林道施設復旧事業

調整池の排水機能強化
目切公園調整池機能強化事業

防災資機材の充実
我がまち守る防災資機材緊急整備事業

防災情報の発信強化
防災情報等発信強化事業

避難所へ空調給湯設備を設置
公民館施設避難所環境改善事業

　令和3年8月の大雨により被災した
道路、河川や農林施設の復旧復興に
ついては最優先に取り組むとともに、
激甚化、頻発化する自然災害に備えた
防災・減災対策についてもより一層注
力していきます。

重
点
施
策

安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
の
実
現

重
点
施
策

ま
ち
な
か
の

魅
力
向
上

　市内製造業のＤＸを促進するため、
生産性の向上、業務効率化、人材不
足の解消、既存事業の発展に向けた
取り組みなどに要する経費の一部を
補助します。

製造業のＤＸを支援
DX推進デジタル化ツール

導入支援補助金

産業

新

　採用意欲のある市内事業者の採用
力を向上させるため、セミナーの開催
や個別相談支援を行うとともに、就職
情報サイトの活用などに要する経費の
一部を助成します。

中小企業の採用活動を支援
「岡谷で働く」UIJターン
採用強化支援事業

産業

新

　コロナ禍における新しい生活様式
への対応、利用者の利便性の向上を
図るため、市内公共施設窓口にキャッ
シュレス決済を導入します。

市内公共施設で
キャッシュレス決済が可能に
キャッシュレス決済導入事業

にぎ
わい

新

　市民並びに岡谷市の財産である旧
岡谷市役所庁舎を後世に継承するた
め、安全対策および長寿命化対策に
よる適正な保全を行います。

旧岡谷市役所庁舎を
後世に継承

旧岡谷市役所庁舎保全プロジェクト

施設

新

　シルクの歴史と文化を伝承するとと
もに、「岡谷でしかできない」シルクを
活かした取り組みを推進し、新しいシ
ルク文化の創造、シルク文化によるま
ちの活性化をめざします。

「シルク岡谷」「糸都岡谷」を
伝承、発信

岡谷シルク推進事業

魅力
発信

　空き店舗の解消と商店街の活性化を図るた
め、店舗の改修費や新規出店の賃借料など
の一部について補助を行います。飲食店の新
規創業者の店舗改修費は補助上限額を引き上
げ、まちのにぎわい創出をさらに促進します。

飲食店の新規出店の
支援を拡充

商業等振興補助金

にぎ
わい

災害
関連
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　3歳児健診での弱視見逃しを防ぎ、
弱視の早期発見・治療につなげるた
め、屈折検査機を使用した検査を実
施します。

３歳児健診の内容を拡充
3歳児健診における
屈折検査導入事業

子育て

新

　幼稚園・保育園から小学校へスムー
ズに移行するため、岡谷市独自に構
築したカリキュラム「絹結プログラム」
について活用を推進します。

幼稚園・保育園から小学校への
スムーズな移行を支援

幼保小接続期連携
「おかや絹結プログラム」事業

教育

　子どものたちの苦手意識の解消や
基礎学力の向上を図るため、夏休み
中の小学生を対象に学校の先生によ
る補修、教員OBなどによる科学教室
および、自主学習支援を実施します。

夏休み中の学習支援
おかや小学生夏休み

わくわくサマースクール事業

教育

新

　市民の誇り・財産である旧岡谷市役
所庁舎の歴史的建造物としての外観
を活かしたオープンスペースとして、
蚕糸公園の再整備を行います。

蚕糸公園が
生まれ変わる

蚕糸公園リノベーション事業

にぎ
わい

新

　運転免許証を自主返納した満80歳
以上の市民に対し、福祉タクシー１０
回分の利用券を交付し、高齢者のよ
り安全な移動手段への転換を促すとと
もに、外出機会の確保に努めます。

80歳以上の免許返納者に
福祉タクシーの利用券を交付

福祉タクシー利用促進事業

福祉

新

　市民総合体育館南側から塚間川先
までのサイクリングロードの整備工
事と、諏訪湖SAのスマートICにおけ
るアプローチ道路の築造工事を行い
ます。

諏訪湖の魅力向上と
アクセス向上

諏訪湖周サイクリングロード整備事業
（仮称）諏訪湖スマートIC整備事業

イン
フラ

　安全で安心してスポーツに取り組
むことができるよう、スポーツ施設
の長寿命化を図ります。

市民水泳プールを
大規模改修

スポーツ施設整備事業

施設

　感染症の拡大防止と重症化予防の
ため、1・2回目接種未完了者への接
種機会の提供を継続するとともに、
2回目接種完了者に対して追加接種
の機会を提供します。

新型コロナウイルス
ワクチン接種の機会を提供

新型コロナウイルスワクチン接種事業

健康

　2050年二酸化炭素排出量実質ゼ
ロの実現に向けて、新たに蓄電シス
テム導入補助金を創設し、住宅への
再生可能エネルギー設備の導入を支
援します。

蓄電システムの
導入にかかる費用を支援
めざせ ゼロカーボン推進事業

くらし



市勢統計等の統計調査　 市史販売   など 

組織体制 を トランスフォーム＝変革 します！

時代とともに進化！！

⇨ 

だ
れ
も
が
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
へ

●
国
や
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
な
ど
の
機
運
の
高
ま

り
に
合
わ
せ
、地
域
活
動
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
を
促
進
す
る

ほ
か
、国
際
交
流
な
ど
の
多
文
化
共
生
を
一
体
的
に
推
進
す
る

た
め
、「
男
女
共
同
参
画
・
多
文
化
共
生
担
当
」を
設
け
ま
す
。 

⇨ 

移
住
促
進
を
も
っ
と
活
発
に
進
め
ま
す

●
ま
ち･

ひ
と･

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
人
口
減
少

対
策
の
推
進
に
向
け
、
移
住･

交
流
な
ど
に
関
す
る
市

の
担
当
窓
口
を
明
確
に
し
、
ま
た
、
各
課
で
取
り
組

ん
で
い
る
移
住・交
流
施
策
の
総
合
調
整
を
図
る
た
め
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
担
当
」を
設
け
ま
す
。

　
⇨ 

豊
か
な
学
び
の
創
生
へ
向
け
て　

●
少
子
化
が
進
行
す
る
社
会
に
適
応
し
た
、豊
か
な

学
び
を
推
進
し
、幼
保
小
中
の
連
携
と
小
中
一
貫
教
育

の
検
討
等
を
進
め
る
た
め
、教
育
部
の
教
育
総
務
課

に
、「
学
び
の
創
生
・
連
携
支
援
室
」を
設
置
し
ま
す
。

⇨ 

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
利
便
性
の
向
上
へ

⇨ 

将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
運
営
の
推
進

●
国
が
掲
げ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
し
た
「
デ
ジ

タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
※
の
推
進
」
と
し
て
、「
自
治
体

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に
基
づ
く
施
策
を
着
実
に
進
め
る

た
め
、「
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
」を
企
画
課
内
に
設
け
ま
す
。

●
再
編
成
し
た「
行
革
・
公
共
施
設
総
合
管
理
担
当
」

と「
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
」が
連
携
し
な
が
ら
業
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
と
効
率
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設

の
総
合
調
整
に
つ
い
て
は
、
庁
内
の
部
課
な
ど
と
連

携
し
な
が
ら
個
別
施
設
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

⇨ 

地
域
創
生
事
業
を
一
体
的
に
進
め
ま
す

●
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景
と
し
た
地

域
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、「
お
か
や
の
魅
力
」発
信

や
、
移
住
・
交
流
施
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
関
係
人

口
の
創
出
・
拡
大
な
ど
、
地
方
へ
の
新
た
な
人
の
流

れ
を
強
化
す
る
た
め
、「
地
域
創
生
推
進
課
」を
設
置

し
ま
す
。

企
画
政
策
部

教
育
部

窓口
変更

市民サービスの一層の向上と、移住相談先を明確にするために、窓口を変更します。 

移住相談　地域おこし  に関することなど 

※秘書広報課の秘書担当（褒賞、表彰、姉妹都市交流など）および広報広聴担当（広報おかや、
　シルキーチャンネル、区長会など）の窓口に変更はありません。

企画政策部長  酒井吉之
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企
画
課
「
D
X
推
進
担
当
」 

新
設

「
行
革
・
公
共
施
設
総
合

  

管
理
担
当
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DX推進に向けて取り組みます

人口の増加に向けて取り組みます

令和4年度　新体制で行うおもな事業
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　若者の岡谷市への移住促
進を図るため、定住する意思
のある18歳以上29歳以下の
学生または勤労単身者に対し
て、民間賃貸住宅の賃料の
一部を補助します。

家賃補助により
若者の移住を促進
若者おかや暮らし
応援事業

　結婚に伴う経済的不安を解
消するため、新婚世帯の住居
費、引越およびリフォームな
どに必要な経費の一部を支援
します。

結婚に伴う
経済的不安を解消
「おかやでスタート！」
結婚新生活支援事業

　岡谷の魅力発信、関係人
口の拡大を図るため、インス
タグラムを活用したフォトコン
テストを開催します。

インスタグラムを
活用して魅力を発信

インスタグラム
フォトコンテスト事業

　遊休荒廃地を再生利用し、
栽培・収穫などの生産過程を
体験しながら、シルクスイー
トを受け取ることができる岡
谷独自のオーナー制度を創設
します。

シルクスイートの市外
在住者向けオーナー制度
岡谷・シルクスイート
オーナー事業

　デジタル技術やAIなどを活用し、行政
手続きについて、マイナポータルからマイ
ナンバーカードを用いてオンライン手続き
を可能にすることで利便性の向上を図る
ほか、情報システムの標準化・共通化に
より業務効率化を図ります。

　大型商業施設および市役所庁舎に休
日窓口を設置し、申請受付を行うほか、
住民票の自動交付機を市民生活課窓口
に導入し、利用を促進します。

　岡谷市のLINE公式アカウントを取得
し、きめ細かい情報発信を行うとともに、
メール配信＠おかやとの連携により災害
情報などを確実に伝達します。

行政手続きの
利便性向上

自治体DX推進事業

マイナンバーカードの
普及と利用促進
マイナンバーカード
普及利用促進事業

LINEを活用した情報発信
LINE公式アカウント導入事業
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